
 
 

令和７年度 監事監査計画 
 

令和 ７年 ４月１６日 

 

監 事  青山 卓史 

監 事 大久保 幸治 

      監 事  菅 万希子 

 
１．監査の基本方針 
  国立大学法人奈良国立大学機構監事監査規程及び同監事監査実施細則第４条に基づき、法人の業務
の適法性及び妥当性の確保と会計経理の適正を期することを目的として、合理的かつ効果的な監査を
実施する。 

 
２．監査の重点事項 
  国立大学法人奈良国立大学機構監事監査実施細則第２条の各号に掲げる事項について実施するが、
本年度は次の事項について重点的に監査する。 
（１）機構の運営状況 
（２）教育研究の状況 

 
３．監査の実施期間 
  監査計画策定日から令和８年３月３１日 
 
４．監査の方法 
  （１）役員会、経営協議会、教育研究評議会、理事長選考・監察会議その他の重要な会議への出席

（陪席）、監査の調査対象となる書類の閲覧、役員及び関係教職員からの聴取等により実施す
る。 

  （２）会計監査については、会計監査法人による監査の計画の相当性を判断することにより行う。 
 
５．監査の結果 
  監査終了後、その結果を書面および口頭にて理事長に報告する。 
 
６．監査の補助者 
  監査室及び会計監査人と連携を図りつつ，監査を実施する過程において監査補助者が必要となる場
合は理事長が任命する者をもって充てる。 

 
７．その他 
  監査の結果、必要があると認めるときは、理事長に対して意見書を提出し内容等を全職員に周知さ
せることを求める。また、場合によっては回答を求める。 


